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論文内容要旨
目的
 介護老人保健施設に入所または通所リハビリテーションを利用している歩行に介助を必要とし
 ない高齢者の身体機能および認知機能を測定する。筋力,バランス機能,歩行速度および認知能
 力と歩行レベル(独歩,丁字杖使用,歩行器使用)との関係を検討し,歩行補助具使帽の現状を
 分析する。
 対象および方法
 対象は,介護老人保健施設入所者および通所リハビリテーション利用者計42名であった。歩
 行レベルは,独歩20名(以下,独歩群),丁字杖使用11名(以下,丁字杖群),歩行器またはシ
 ルバーカー使用11名(以下,歩行器群)であった。
 方法は,等尺性最大膝関節伸展筋力,足関節背屈筋力,足関節底屈筋力,握力,10m最大歩
 行速度および歩幅,Timedupandgoテスト,開・閉眼片脚起立時間の測定および背臥位から
 立ち上がり動作の撮影を行った。また,Mini-MentalStaむeExamination(以下,MMSE)の
 測定を行った。他にBarthelIndex(以下,BI),身長,体重の測定を行った。群間の差の検定
 は身体機能については一元配置の分散分析を行い,BIについてはKruska1-Wallis検定を行った。
 MMSE,下肢筋力および施設入所者・通所者による歩行補助具使用割合の差の検定はFisherの
 直説法を用いた。丁字杖群,歩行器群の判別には判別分析を行ない,結果から2群を識別する変
 数のカットオフ値を受信者動作特性曲線より求めた。
結果
 統計解析の結果は,群間比較で独歩群と丁字杖群の2群間で有意差が認められた項目はなかっ
 た。独歩群と歩行器群の2群間で有意差が認められた項目はBI,握力,閉眼片脚起立時間,開
 眼片脚起立時間,立ち上がり動作回数,歩行速度,歩幅,Timedupandgoテストの所要時間
 で、歩行器群が有意に低値であった。
 丁字杖群と歩行器群の2群間で有意差が認められた項目は,歩行速度,歩幅,Timedupand
 goテストの所要時間で,歩行器群が有意に低値であった。判別に最も寄与した変数である歩幅
 のカットオフ値は34cm(感度91%)であった。また歩幅を身長で除した比を求めた結果,カッ
 トオフ値は0.23(感度82%)であった。
 歩行補助具使用割合についてはいずれも有意差は認められなかった。
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考察
 歩行能力と筋力について,3群間で筋力に有意差は認められなかった。過去の報告では有意差
 が認められたとするものが多い。この点について,歩行可能であっても移動距離に違いがあるこ
 と,歩行補助具を丁字杖と歩行器に分けて検討していないこと,ADLの自立度で対象者を分け
 て検討していることなどが考えられた。
 歩行能力とバランス機能について,独歩群と歩行器群との間で開・閉眼片脚起立時間および
 Timedupalldgoテストの所要時間に有意差が認められ,歩行器群が有意に低値であった。歩
 行時の重心の移動は上下左右への移動となり,与えられた支持基底面に対して適正に重心位置を
 コントロールするバランス機能が必要となる。重心位置をコントロールするバランス機能が低け
 ればそれを補うために歩行補助具が必要となると考える。丁字杖群と歩行器群との間では
 Timedupalldgoテストの所要時間で有意差が認められ,歩行器群が有意に低値であった。補
 助具を使用することによって得られる支持基底面の広さが丁字杖使用に比べて歩行器使用の方
 がより広くなるので動的バランス機能に有意差が認められたと考える。
 歩行能力と立ち上がり動作回数・所要時間について,独歩群と歩行器群とで立ち上がり動作回
 数に有意差が認められ,歩行器群が有意に少ない回数であった。動作を遂行するためには,絶え
 ず移動する重心位置を支持基底面内で適正にコントロールするバランス機能が必要であるので,
 歩行器群の方が独歩群よりもバランス機能が劣ることが反映したと思われる。
 歩行能力と歩行速度および歩幅について,独歩群と歩行器群,丁字杖群と歩行器群との間で歩
 行速度および歩幅に有意差が認められ,ともに歩行器群が有意に低値であった。歩行器群は独歩
 群および丁字杖群よりもバランス機能が不良であった。バランス機能が低ければ歩行時の歩幅
 は狭くなり歩行速度は遅くなると報告されており,バランス機能が低い歩行器群の歩幅が狭く,
 歩行速度も有意に低値であったことと合致する。
 歩行補助具使用の現状分析について丁字杖群と歩行器群との間の判別分析の結果,最も寄与
 する項目は歩幅であり,高齢者の歩幅を検討した研究で報告されている歩幅よりも歩行器群の歩
 幅が狭く,健常高齢者の自由歩行時の歩幅にも及ばなかった。
 歩行に介助を必要としない高齢者の歩行レベルにはバランス機能や歩行速度などが関係してお
 り,歩行補助具の判断には歩幅の検討が有用であった。
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 審査結果の要旨
 高齢化社会が進むに伴い,高齢者の健康維持への対策が必要である。加齢による歩行能力の低
 下は,高齢者の日常生活動作の自立を妨げる。臨床では他者の介助を必要とせず歩行するために,
 歩行補助具を使用することがある。歩行補助具の適応を決定する基準が先行研究で検討されてき
 たが,歩行補助具の種類を選択するための研究はみられない。歩行補助具は大きく杖と歩行器が
 あり,高齢者には通常,丁字杖または歩行器が選択される。どちらの歩行補助具が適当であるの
 か判断する必要があるが,臨床で利用できる判断基準が示されていない。
 本論文では,介護老人保健施設入所者,通所リハビリテーション利用者を対象として独歩,丁
 字杖,歩行器使用者の身体機能と認知機能を測定し,歩行レベルとの関係を検討,歩行補助具使
 用に関与する身体機能を分析した。その結果認知機能,下肢筋力,通所・入所の別と歩行補助具
 の使用との間に有意な関係は認められなかった。さらに判別分析の結果,歩行補助具の判別には
 歩幅が関与しており,丁字杖使用者と歩行器使用者を判別する歩幅のカットオフ値は34cmであっ
 た。なお歩幅と身長との関係は,独歩群では有意な正の相関がみられたが,丁字杖群と歩行器群
 では相関がみられなかった。
 審査では,まず高齢者の歩行能力の特徴が問われた。申請者は過去の文献を適切に引用し,本
 論文と関連づけて下肢筋力や歩行の時間距離因子などの特徴を説明した。次に,独歩群・丁字杖
 群・歩行器群の群分けが議論された。申請者はリハビリテーション医学の領域で用いられている
 ADLの概念を説明し,本研究における対象の群分けの方法の妥当性を主張した。今後の研究の
 課題として,カットオフ値の検証,歩行補助具使用歴による歩幅の変化の可能性などが指摘され
 た。
 以上のように本論文にはいくつかの課題が残されたが,歩行補助具使用に関して臨床で利用で
 きる指標を取り上げた意欲的な研究であり,リハビリテーション医学に寄与するものと判断され
 た。以上より本論文は障害科学の博士論文としてふさわしく,申請者は学位にふさわしい学力と
 見識を有するものと認められた。
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